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① お客様から指定納品書の指示がありました。

② 伝票をスキャナーで読み込んでBMP形式で保存します。
スキャンの際にBMPに余白が入った場合は、画像加工ソフトで
空白は取り除いて下さい。(ﾍﾟｲﾝﾄﾌﾞﾗｼなど）

C:¥Interlude¥BMP¥○×商事納品書.BMP　

○×商事様より連絡
『うちへの納品書はこれでお願いします。』

(C)アインシュタイン設計社 伝票自在MAGIC操作マニュアル(図解版).xls／位置合 2／9



2002/3/8  12:55

[2/8]

③ 専用用紙マスタメンテナスを開いて用紙を追加します。

２．登録ボタンを押して新規登録します。

１．納品書ですので"B:納品書"にします

３．番号と用紙名称を設定します。

４．スケールで図りやすいよう"m:1/10ﾐﾘ単位を設定しています。

５．ｵﾌｾｯﾄ位置は印刷後に調整しますので、まずは"0"にしておきます。
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④ ページ情報メンテナンスに移行します。（新規登録時は自動で遷移します）

１．明細行数・全長を入力します。

２．スキャンして格納したファイル名を指定します。

３．高さと幅を入力します。

４．頁情報が設定できたら、項目情報にうつります。
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⑤ 項目情報メンテナンスで、印刷する項目を設定します。

１．雛形情報複写ボタンで項目をデフォルトセットします。

２．この納品書では不要な項目は”Ｆ３”キーで削除します。

３．書式はこの段階でセットしておきます。

４．座標は後でセットするので、ここでは無視します。

５．項目の設定が終わったら基本情報画面まで戻ります。
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⑥ 基本情報メンテナンス画面から”Ｆ６：テスト印刷を実行します。

⑦ Interludeのプレビュー画面がひらきます。
Interludeは一旦終了して再度Interludeを起動し、
該当のファイルを開いてください。

ﾌｧｲﾙ：%SPOOL%+用紙種別+用紙番号6桁+".PRN"

１．"F6テスト印刷を実行

座標位置がないので左上に固まります。
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⑧ 再度、項目情報メンテナンスまで移動し、座標位置をセットしていきます。

１．Interludeで"設定"→"座標抽出"を選択

２．伝票番号を印刷したい場所をマウスでクリック

３．単位を1/10ﾐﾘにすると左に座標位置が表示される

４．座標位置を転記します

５．１～４の作業を繰返し、全ての項目の座標位置をセットします。
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⑨ 印字位置の調整が完了したら、再度テスト印刷を実行してみます。

もう少し下

もっと大きく

全体に少し上

気になる点を項目情報で再度修正します。
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プリンターに出力した際に印字位置がずれる場合は、オフセット位置で調整して下さい。

○×商事様用納品書　完成
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